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腸管出血性大腸菌O-157の脅威

2．過去に発生した重大事故

1．神奈川県にてO-157集団食中毒事故発生

2016年11月1日：神奈川県保健福祉局より発表

【大手スーパーで販売された冷凍メンチカツが原因】
県内の1~79歳の17人がO-157に感染し、うち8歳女児が重症
その後県内で50人以上、他全国でも被害が拡大中

【原因】
①工場でのひき肉加工時の殺菌が不十分な状態での出荷
②家庭内での加熱不十分な状態での喫食
③加熱前のメンチカツが触れた調理器具への二次汚染
【背景】
今回のような「そうざい半製品」は冷凍食品として扱われて
おらず、国による衛生基準が無い

出荷維持の状態の管理、加熱時間が曖昧

◆2011年4月：「北陸の焼肉チェーン店」
ユッケなどを食べた客がO-111に感染
（O-111の特徴や症状はO-157とほぼ同様）
患者数：181名（重症者：32名、うち死者：5名）

◆2012年8月：「札幌市の漬物製造業者」
高齢者施設等に納入した白菜の浅漬けによりO-157に感染
患者数：169名（死者：8名）



3．O-157食中毒事故件数・患者数

4．腸管出血性大腸菌O-157の特徴と予防策

重症化しやすく、過去には死者も出ています

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年

事件数（件） 25 16 13 25 17

患者数（人） 714 392 105 766 156

死者数（人） 7 8 0 0 0

食材の十分な加熱・洗浄を徹底しましょう!!


